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1. 令和3年3月期第2四半期の連結業績（令和2年4月1日～令和2年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

3年3月期第2四半期 18,282 16.8 1,191 65.7 1,195 64.5 773 70.0

2年3月期第2四半期 15,657 12.6 719 38.3 726 38.7 454 32.0

（注）包括利益 3年3月期第2四半期　　774百万円 （70.3％） 2年3月期第2四半期　　455百万円 （30.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

3年3月期第2四半期 299.33 ―

2年3月期第2四半期 178.69 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

3年3月期第2四半期 16,000 8,242 51.1

2年3月期 15,387 7,020 45.2

（参考）自己資本 3年3月期第2四半期 8,181百万円 2年3月期 6,960百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2年3月期 ― 20.00 ― 50.00 70.00

3年3月期 ― 20.00

3年3月期（予想） ― 25.00 45.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 令和 3年 3月期の連結業績予想（令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,500 0.9 2,000 0.9 2,000 0.1 1,300 15.0 491.93

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 3年3月期2Q 2,703,200 株 2年3月期 2,703,200 株

② 期末自己株式数 3年3月期2Q 92 株 2年3月期 157,775 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 3年3月期2Q 2,582,482 株 2年3月期2Q 2,545,425 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報　(3)連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大により経済活動全般が大き

な影響を受けており、企業収益、雇用、消費マインド、各国の通商問題、そして海外経済情勢の不安定化が懸念さ

れ、引き続き不透明な状況が続いております。 

このような状況のなか、当社グループは、店舗及び法人部門並びに技術部門の連携を強化し、ハードとサービス

を融合した仕組みの販売を軸に、リモートワーク推進サポート、プログラミング必修化に伴うコンピューターの導

入支援、店舗を活用した各種ＩＴソリューションの導入支援などの当社独自の強みを活かした営業展開により、顧

客増大と利益創出を推進いたしました。 

パソコン専門店「アプライド」では、法人向けＩＴソリューションやプログラミング教室を実施するセミナール

ームを新設し、セミナー開催を通して新たな顧客層の開拓を推進いたしました。

大学、官公庁向けの販売を主体とするＳＩ営業では、ＨＰＣ(ハイパフォーマンスコンピューティング)製品の製

造技術を活かし、大学・研究開発向けのソリューションとの複合販売を推進いたしました。 

ＢｔｏＢ販売を中心とした特機営業では、技術部門と連携して、ＡＩ・ＲＰＡ関連ソフトウエアとハードウエア

のパッケージ販売を推進し、売上の増大を図りました。 

化粧品・雑貨専門店「ハウズ」は九州に５店舗、愛知に１店舗の計６店舗で、独自開発商品の展開と独自企画の

イベント開催を軸に、増客と収益性の向上に努めました。 

 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間による売上高は182億82百万円（前年同期比16.8％増）、営業利益は11

億91百万円（前年同期比65.7％増）、経常利益は11億95百万円（前年同期比64.5％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は７億73百万円（前年同期比70.0％増）となりました。 

なお、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益は、第２四半期連結累計期間としてそれぞれ

過去最高益を達成いたしました。

 

セグメント別の売上高は次のとおりです。

①パソコン・ゲーム事業は、「ＡＩの日常化に挑戦する会社」直販型メーカーを目指し、ソリューションを含め

た独自商品及びシステム・サービスの提供を行うことにより、他社との差別化を推進し、売上高は120億50百

万円（前年同期比2.0％増）となりました。 

②化粧品・雑貨事業は、「ささやかな、幸せ感の創出」小さな感動が溢れる雑貨店を目指し、プライベートブラ

ンド商品の投入や差別化商品を中心とした品揃えの充実を図り、卸売販売や通信販売を強化したことにより、

売上高は61億20百万円（前年同期比66.6％増）となりました。

③出版・広告事業は、「県内ダントツの情報発信基地」を目指し、タウン情報誌や季刊誌などの紙媒体に加え、

ＳＮＳ代行サービスなどのデジタルを活かした送客システムの充実や地方自治体向けの営業を推進し、売上高

は４億36百万円（前年同期比9.4％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ６億13百万円増加し、160億円となり

ました。これは主に、自己株式の処分等により現金及び預金が４億46百万円増加し、堅調な通信販売を背景とした

戦略的な商品調達により商品及び製品が３億56百万円増加したためです。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ６億８百万円減少し、77億57百万円となりました。これは主に、借入金の

約定返済を進めたことにより長期借入金が２億98百万円減少し、納税により未払法人税等が77百万円減少したため

です。

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ12億21百万円増加し、82億42百万円となりました。これは主に、親会社

株主に帰属する四半期純利益７億73百万円等により利益剰余金が６億45百万円増加し、新株予約権発行による自己

株式の処分により資本剰余金が４億86百万円増加したためです。

この結果、自己資本比率は、50％を超える水準の51.1％となり財務的な安全性が高まりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、令和２年５月14日に「令和２年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」におい

て公表いたしました通期の業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（令和２年11月13日）発表し

ております「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(令和２年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(令和２年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,671 2,117 

受取手形及び売掛金 6,862 6,711 

商品及び製品 1,150 1,506 

仕掛品 0 1 

原材料及び貯蔵品 13 26 

その他 86 83 

貸倒引当金 △148 △176 

流動資産合計 9,635 10,270 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,157 2,142 

土地 2,314 2,314 

その他（純額） 109 134 

有形固定資産合計 4,581 4,591 

無形固定資産 47 39 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 601 583 

その他 520 515 

投資その他の資産合計 1,122 1,098 

固定資産合計 5,751 5,729 

資産合計 15,387 16,000 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(令和２年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(令和２年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,659 2,609 

1年内返済予定の長期借入金 603 596 

未払法人税等 537 460 

賞与引当金 178 189 

ポイント引当金 63 75 

その他 1,659 1,460 

流動負債合計 5,702 5,392 

固定負債    

長期借入金 2,201 1,903 

長期未払金 456 456 

その他 6 5 

固定負債合計 2,663 2,365 

負債合計 8,366 7,757 

純資産の部    

株主資本    

資本金 381 381 

資本剰余金 423 909 

利益剰余金 6,244 6,890 

自己株式 △87 △0 

株主資本合計 6,961 8,181 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △0 0 

その他の包括利益累計額合計 △0 0 

非支配株主持分 60 61 

純資産合計 7,020 8,242 

負債純資産合計 15,387 16,000 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 

 至 令和元年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 令和２年４月１日 
 至 令和２年９月30日) 

売上高 15,657 18,282 

売上原価 11,643 13,567 

売上総利益 4,013 4,714 

販売費及び一般管理費    

広告宣伝費 404 461 

販売促進費 82 123 

ポイント引当金繰入額 30 33 

給料及び手当 967 992 

賞与引当金繰入額 163 173 

賃借料 374 388 

その他 1,270 1,349 

販売費及び一般管理費合計 3,293 3,522 

営業利益 719 1,191 

営業外収益    

受取利息 1 0 

受取手数料 3 3 

受取賃貸料 8 7 

協賛金収入 2 1 

その他 2 1 

営業外収益合計 18 15 

営業外費用    

支払利息 11 7 

新株予約権発行費 － 3 

その他 0 1 

営業外費用合計 11 12 

経常利益 726 1,195 

税金等調整前四半期純利益 726 1,195 

法人税、住民税及び事業税 282 417 

法人税等調整額 △10 3 

法人税等合計 271 421 

四半期純利益 455 773 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 454 773 

 

- 5 -

アプライド㈱　3020　令和3年3月期第2四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 

 至 令和元年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 令和２年４月１日 
 至 令和２年９月30日) 

四半期純利益 455 773 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 0 1 

その他の包括利益合計 0 1 

四半期包括利益 455 774 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 454 774 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、令和２年７月９日開催の取締役会決議に基づき、令和２年７月27日に発行した第１回新株予約権（第三者

割当による行使価額修正条項付新株予約権）の行使による自己株式の処分により、資本剰余金が486百万円増加し、

自己株式が87百万円減少しております。 

この結果、当第２四半期累計期間において資本剰余金が909百万円、自己株式が０百万円となっております。 
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